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『藤岡はーとらんど保育園』
　藤岡地域の４保育園が統合し、赤麻地区内
　に開園した新しい保育園です。
　広い園舎にかわいい子どもたちの元気な声
　が響いています。

総数 16,212人
男 8,063人
女 8,149人

世帯数 5,842世帯
※外国人登録者を含む
（平成28年4月末現在）

笑顔も園舎も  
“ピッカピカ”

藤岡地域の人口



小学校 中学校
１校あたり
学級数

６学級
（６学年×１学級 ）

６学級
（３学年×２学級 ）

１学級あたり児童数 １６人程度

小学校 中学校

１校あたり １２学級以上
１８学級以下

９学級以上
１８学級以下

▲

栃木市における小中学校の「望ましい規模」の基準

栃木市における小中学校の「必要な学級数・児童数」の基準

ᕲ
ޢ
ע
؏
˟
ᜭ
⎡
˟
ᜭ
ኽ
ௐ
⎞
⎗
⍷
⎙
⍽
ჷ
⎼
⎎
⎊
⎱
⎌

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平成27年度第10回地域会議の様子

・
新
斎
場
建
設
地
の
決
定
に
つ

い
て

▽
栃
木
市
の
新
斎
場
建
設
地
が
、
岩

舟
地
域
内
の
南
部
清
掃
工
場
跡
に
決

定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
斎
場
整

備
室
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
設
立
に

向
け
た
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

▽
２
月
27
日
に
藤
岡
地
域
会
議
と
藤

岡
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
共
催

で
開
催
す
る
こ
と
と
さ
れ
た｢

ま
ち

づ
く
り
実
働
組
織
設
立
に
向
け
た
意

見
交
換
会｣

の
開
催
に
先
立
ち
、
開

催
概
要
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

※
こ
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
４

ペ
ー
ジ
に
報
告
記
事
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

・平
成
28
年
度
組
織
機
構
改
編

に
伴
う
災
害
時
に
お
け
る
総
合

支
所
の
体
制
に
つい
て

▽
平
成
28
年
度
の
組
織
機
構
の
改

編
に
伴
い
、
総
合
支
所
の
職
員
数

が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
本
庁
か

ら
地
域
応
援
班
を
支
所
に
配
置
す
る

な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
総
合
支
所

の
体
制
に
つ
い
て
、

危
機
管
理
課
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

・藤
岡
地
域
の
課
題
の
抽
出
と

事
業（
案
）の
選
択
に
つい
て

　
　
　
　（
地
域
予
算
提
案
制
度
）

▽
地
域
予
算
提
案
制
度
を
活
用
し
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
市
に
提
案
す
べ

き
か
、部
会
に
分
か
れ
た
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
地
域
会
議
に
先
立
ち
、４

月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
合
同
部
会
で

は
、「
藤
岡
地
域
の
課
題
と
そ
の
対
応

策
」に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

第
１
回
地
域
会
議
で
は
、合
同
部
会

の
協
議
内
容
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
、部

会
毎
に
３
つ
の
事
業
案
に
絞
り
込
み

ま
し
た
。

・栃
木
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
基

本
方
針
に
つい
て

▽
平
成
27
年
度
現
在
、
市
立
小
中
学

校
と
も
に
国
の
学
校
規
模
標
準
の
学

級
数
を
下
ま
わ
る
学
校
が
、
全
体
の

60
％
程
を
占
め
る
な
ど
小
規
模
校
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
１
月
に
受
け
た

▽
適
正
配
置
の
基
準

　
望
ま
し
い
学
級
規
模
を
次
の
と
お

り
と
し
ま
す
。

学
区
審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
、学
校

適
正
配
置
を
推
進
す
る
こ
と
が
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、教
育
総

務
課
か
ら
小
中
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

─2─



・渡
良
瀬
７
１
２｢
20
の
誓
い
ア

ク
シ
ョン
プ
ラ
ン｣
に
つい
て

▽
市
の
渡
良
瀬
遊
水
地
に
関
す
る
取

り
組
み
の
方
向
性
を
示
す｢
渡
良
瀬
遊

水
地
ハー
ト
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン｣
に
挙
げ
た

『
渡
良
瀬
７
１
２（
ナ
イ
ツ
）の
誓
い
』を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
項
目
と

実
施
時
期
を
ま
と
め
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
、遊
水
地
課
か
ら
情
報

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

・平
成
27
度
提
案
事
業
の
実
施

に
つい
て（
地
域
予
算
提
案
制
度
）

▽
平
成
27
年
度
に
藤
岡
地
域
会
議
か

ら
市
に
提
案
し
た
事
業
を
今
年
度
市

が
実
施
す
る
に
あ
た
り
、所
管
課
か
ら

事
業
実
施
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

・平
成
28
年
度
提
案
事
業
に
つ

い
て（
地
域
予
算
提
案
制
度
）

▽
前
回
会
議
に
お
い
て
各
部
会
か
ら

提
案
さ
れ
た
合
計
６
つ
の
事
業
案
に

つ
い
て
、地
域
会
議
と
し
て
提
案
の
可

能
性
を
確
認
す
る
た
め
、所
管
課
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、事
業
案
の
内
、次
の

２
事
業
を
今
年
度
の
提
案
事
業
候
補

と
し
て
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

◇
道
の
駅
み
か
も
の｢

み
か
も
亭｣

へ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペー
ス
を
設
け
、

来
訪
者
の
心
身
の
癒
や
し
に
繋
げ
る

と
と
も
に
、市
民
制
作
者
の
文
化
活

動
の
推
進
を
目
指
す
。

◇
市
民
農
園
の
利
用
率
向
上
の
た

め
、農
業
の
ほ
か
多
様
な
分
野
の
指

導
者
を
迎
え
、学
習
の
場
と
し
て
付

加
価
値
を
付
け
る
。

・ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
に
つい
て

▽｢

ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織｣

の
設
立

を
推
進
す
る
た
め
、地
域
内
の
各
種

団
体
代
表
者
へ
参
加
を
呼
び
か
け
、６

月
18
日
に
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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せきぐちさだゆき

やましげ つとむ

平
成
28
年

６
月
28
日
火

７
月
26
日
火

８
月
23
日
火

９
月
27
日
火

11
月
22
日
火

平
成
29
年

１
月
24
日
火

３
月
28
日
火

傍聴

山士家　力ࡇ࠰঺ᾁᾇ࠯

関口　定幸

　私は、藤岡町子ども会育成会連
絡協議会から参画させていただく
ことになりました。
　藤岡地域の未来を担う子どもた
ちが、５年後10年後も笑顔で過ご
せるようなまちづくりを目標として
活動してまいります。
　よろしくお願いいたします。

　5月から藤岡地域自治会連合
会より参画しております山士家
です。
　参画にあたっては、目的を良
く理解して課題解決につなが
る提言ができればと考えてい
ます。また、安全で住みやすい
活性化されたまちづくりへの提
案もできればと思っております
ので、よろしくお願いします。

いらっしゃいませんか
あなたも　　　　に

時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜

会
場
：
藤
岡
総
合
支
所
内

　
　
　
旧
議
会
棟
２
階
会
議
室

※

会
議
は
非
公
開
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
臨
時
に
開
催
・
非
開

催
が
決
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

平
成
28
年
度

渡良瀬遊水地キャラクター
「Watarase712

ワタラセナイツ
」
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　今号では、２月に藤岡遊水池会館で開催さ
れた「まちづくり実働組織設立に向けた意
見交換会」のレポートをお送りします。

―

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
組
織
立
ち
上
げ
を
目

指
し
て―

　

２
月
27
日（
土
）藤
岡
地
域

会
議
と
藤
岡
地
域
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、藤
岡
地
域
内
の
53
団

体
と
地
域
住
民
に
参
加
を
呼

び
か
け
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の｢
新
た
な
地
域
自
治

制
度
」の
概
要
説
明
に
続
き
、

「
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
」の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
皆
川
地
区

★地域会議の情報は、栃木市公式
　ホームページでご覧いただけます。

▲意見交換会の様子
　たくさんの意見が出されました。

藤岡地域には、何か課題があると思いますか？

まちづくり実働組織に加入し、活動に参加してみた
いと思いますか?

選択肢 件数 割合（％）

課題はない 1 2 
わからない 1 2 
記載無し 7 15 
計 48 100 

課題がある 39 81

選択肢 件数
思う 34 71

8 17 
思わない 1 2
記載無し 5 10

計 48 100 

どちらとも言えない

割合（％）

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
事

例
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ド
バイ
ザ
ー
役
の
同
協
議

会
関
口
茂
一
郎（
せ
き
ぐ
ち
も

い
ち
ろ
う
）さ
ん
か
ら
は
、同

協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
ま
で

の
経
緯
、組
織
体
制
の
外
、「
皆

川
城
趾
ま
つ
り
」な
ど
、皆
川

城
趾
の
保
全
活
用
を
核
に
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
様
子

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
川
地
区
で
は
、自
分
た

ち
が
住
む
地
区
を
活
性
化
し

た
い
と
い
う
思
い
を
共
有
し

た
少
数
の
方
た
ち
か
ら
次
第

に
輪
が
広
が
り
、地
区
内
の

自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
団
体
や
住
民
が
、「
オ
ー
ル

皆
川
」で
活
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

―

「
ふ
じ
お
か
」
で
も
、

始
ま
る
、始
め
る
!―

　
今
、藤
岡
地
域
は
、市
内
の

他
の
地
域
に
比
べ
高
齢
化
が

進
み
、人
口
減
少
率
も
高
く
、

地
域
の
担
い
手
不
足
と
い
う

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補
う
た
め
に

は
、「
い
ま
ま
で
ど
お
り
」プ
ラ

ス
α（
ア
ル
フ
ァ
）の
創
意
工
夫

が
求
め
ら
れ
ま
す
。　

　
藤
岡
地
域
の
た
め
に
、垣
根

を
越
え
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
ま
せ
ん
か
。「
い
ま
ま
で
ど
お

り
」そ
し
て「
い
ま
ま
で
以
上
」

の
藤
岡
地
域
で
ず
っ
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、「
新
し
い
こ

と
」を
始
め
ま
せ
ん
か
。

◇
藤
岡
地
域
に
お
け
る「
ま
ち

づ
く
り
実
働
組
織
」立
ち
上
げ

に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
は
、次

号
以
降
も
引
き
続
き
こ
の
紙
面

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

藤岡地域会議だより
 第４号　　2016.6.20発行
■編集発行／藤岡地域まちづくりセンター
〒323-1192　栃木市藤岡町藤岡1022番地5
TEL 62-0900　 FAX 62-4625　 
MAIL  f-chiiki@city.tochigi.lg.jp


